






Ⅰ.わが国および諸外国における精神遅滞児の抽出方法について 

精神遅滞児の出現頻度を研究するにあたって,その抽出方法が問題となる。抽出法は大別す

ると 2つあり,(1)住民全体を対象とする場合(サンプリング法による場合も含む)と,(2)精

神遅滞児の登録制度のある場合に登録された数よりその出現頻度をみる場合,とにわけら

れる。それぞれに問題があるが,欧米においては後者の方が主流である。 

今までの疫学的方法による調査を集計した Abramowicz ら(1975)によると,いずれも登録法

による調査が信頼できるとされており,0～19 才の小児で IQ 50 以下の重度精神遅滞児の頻

度は 4%であると結論している。その後の研究では Stein ら(1976)のオランダにおける 19

才の男性の徴兵検査による全数調査で IQ 50 以下の出現頻度は 3.7%としている。しかし

Gustavson ら(1977)の北部スウェーデンにおける登録児による出現頻度は 5～16 才の年令

で,1959 年～1962 年生れで 5.3%,1963 年～1966 年で 3.4%,1967 年～1970 年生れで 3.1%と

逐年低下して来ており,これはダウン症児の出現頻度が低下して来たためとしている。 

わが国の重度の精神遅滞児の出現頻度は,1963 年に厚生省の行ったサンプリング法による

精神衛生実態調査で IQ 50 以下は 4.2%となっている。 

軽度の精神遅滞の出現頻度はいろいろ問題が多い。1967 年に文部省が行った小，中学校に

在学している児童・生徒の教師による評価では境界児を含め 2.07%としている。このうち

IQ 50 以下は 2.01%であるので,軽度のもののみの頻度は 1.87%となる。 

しかし Hagberg ら(1981)の最近の研究では，IQ 50～70 の軽度精神遅滞児はわずかに 0.4%

に過ぎない。この理由として,最近の小児では WISCあるいはビネー式の知能検査で一般に

IQ が 10 ていど高く出ることと関連が深いとしている。Stein ら(1976 年の 19 才男性の軽

度精神遅滞の頻度はRavcn 知能検査で5.8%にも達している。Hagberg らの出現頻度はいか

にも少なすぎるが，これは登録児より算出した頻度で，最近のようにノーマライゼーショ

ンの風潮の高まる中では,とくに軽度の精神遅滞児の登録数が減少して来ていることも考

慮に入れておく必要があるのではないかと考えられる。 


